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我々は細胞接着タンパク質の固定基板として各種の機能性酸化物を用い、細胞の配列制御に応

用することを目標に研究を行っている。これを実現するための予備実験として、原子レベルで表

面を平坦化した機能性酸化物表面のテラスやステップ、キンク（表面ナノ構造）に対して、タン

パク質を構成する各種アミノ酸がどのように吸着するか調べることを念頭に、原子レベルで平坦

なテラスを有する Al2O3(0001)単結晶表面におけるアミノ酸の吸着挙動を調べている。1100 ℃で

アニールした Al2O3(0001)はステップ高さが 1 原子層の表面(シングルステップ表面)が、1400 ℃で

アニールしたAl2O3(0001)はステップ高さが 3～4原子層の表面(マルチステップ表面)が作製できる

1）。前回の学会 2）では、グリシンがシングルステップ表面には吸着しないこと(図 a)、マルチステ

ップ表面にはステップエッジを避けた位置に特異的な吸着挙動を示すこと(図 b)を報告した。しか

し、なぜこのような吸着挙動の違いが起こるのかは現在のところ分かっていない。このような吸

着挙動の違いが起こる原因としてステップ高さの違い、またはアニール温度によってテラス表面

の化学的/物理的性質が変化していることなどが考えられる。今回は X 線光電子分光法を用いて、

シングルステップ表面とマルチステップ表面で表面の電子状態に違いが見られるのか調べた結果

について報告する。 

 

  

 

 

 

 

 

図(a) 1100 C 及び (b) 1400 C でアニールした Al2O3(0001) 表面の 

グリシン水溶液中における AFM 像（5×5 μm）。 
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